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５．創意工夫した点・配慮した点・苦労した点　など

７．その他感想等（ご自由に記入してください）

４．参加対象・参加者数

参加対象： 子どもから大人

参加者数： 延べ２０人

事業名 実施場所次世代 に繋 ぐ宮城 の水辺事業 その3

水辺・絆プロジェクト2025

事 業 実 施 報 告 書

（１）水難救助研修
実施日：2025年8月17日
実施場所：北北上運河
内容：カヌーやSUPで落水した場合の対処方法について、実技を交えて研修を実施した。ライフジャケットの着用方法お
よび救助ロープの扱い方を指導した。
（２）北上川見学
実施日：2025年8月22日
実施場所：北上川周辺
内容：北上川の見学を実施した。渇水により「ゆはず号」による水上見学は中止となったが、「かわべい」での展示見学
と、北上川下流河川事務所による講話を実施した。
（３）運河見学
実施予定時期：2026年2月
内容：北上運河周辺の見学を実施予定である。
（４）運河マップ作製
内容：北上運河周辺を対象とした運河マップを作製中であり、2026年1月の完成を予定している。

石巻市

本年度は、渇水の影響により水上見学が実施できない状況が生じたほか、活動周辺における熊の目
撃情報や津波警報の発表など、自然条件や安全上の状況が変化する場面があった。
その都度、参加者の安全確保を最優先に、関係機関からの情報収集を行いながら実施可否の判断
やスケジュールの見直しを行った。
当初計画の趣旨を損なわないよう、展示見学や講話を組み合わせるなど柔軟に内容を調整し、学び
の機会を確保した。
一方で、状況に応じた日程調整や参加者への周知対応が必要となり、運営面での負担が大きかっ
た。

２．実施体制（結果報告）

本事業は、特定非営利活動法人ひたかみ水の里が主体となり実施した。
事業の企画・運営・安全管理については同法人が担い、北上川下流河川事務所からは、
北上川の概要や河川の役割等について講話による協力を得た。
実施にあたっては、参加者の安全確保を最優先とし、事前の情報収集や当日の状況確認
を行いながら、無理のない運営体制で事業を実施した。

３．実施内容（開催日時・場所 など）

１．目　　的

本事業は、地域の子どもから大人を対象に、北上川およびみやぎの運河群を中心とした水
辺空間に親しみ、その楽しさとともに危険性や防災の視点について学ぶ機会を提供すること
を目的として実施した。
東日本大震災から復旧した河川や運河を実際に見学し、あわせて水難救助に関する知識
や技術を学ぶことで、水辺の利活用促進と安全意識の向上、将来的な人材育成に繋げる
ことを目指した。

申請者 特定非営利活動法人　ひたかみ水の里 関連河川名 北上川水系北上川、定川水系北北上運河

本事業は、地域の子どもから大人を対象に、北上川およびみやぎの運河群への理解促進と、安全に
水辺を利用するための意識向上を目的として実施した。
水難救助研修や河川見学を通じて、参加者が水辺の楽しさだけでなく、危険性や防災の視点につい
て学ぶ機会を提供することができ、当初の目的は概ね達成できたと考えている。

渇水や自然条件の影響により計画どおりに実施できない内容もあったが、参加者の安全を最優先に
判断し、内容の変更や代替手段を講じることで、事業の趣旨を損なうことなく実施することができた。
本事業を通じて、河川や運河への関心を高めるとともに、今後の地域活動や水辺の利活用、防災意
識の向上に繋がる効果が期待される。
今後は、天候や社会状況の変化をより想定した計画づくりと情報共有体制の強化を図り、継続的に水
辺を活用した学びと交流の機会を提供していきたい。

６．総評（目標に対する達成状況、実施効果や今後期待される効果、今後に向けての反省点・改善
点など）

【その他感想】
参加者からは、北上川の説明を聞いて「知らない一面があり驚いた」との感想があった。ま
た、水難救助研修では「カヌーやＳＵＰに落水後、もう一度乗るのが大変だった」との声があ
り、体験を通じて安全に対する理解を深める機会となった。主催者としても、北上川下流河
川事務所からの講話により、渇水の影響が石巻の河口部では農産物等に限られると捉えて
いたが、工場関係にも影響が及ぶことを知り学びとなった。また、汽水域が脇谷閘門まで及
ぶことを今回初めて把握するなど、新たな知見を得る機会となった。今後も、水辺の魅力と
安全な利用方法を伝える取組を継続していきたい。

⑭NPO法人ひたかみ水の里
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次世代 に繋 ぐ宮城 の水辺事業 その3

水難救助

北上川見学

事業名

事業実施報告書（写真）

水難救助

運河マップ(作成中)

北上川見学

⑭NPO法人ひたかみ水の里


